
 

 

 

 

 

 

 

 

目的・目標額の設定が大切 

1981年以来、日本人の死因のトッ

プは「がん」です。がんの多くは、

予防可能な生活習慣や環境要因を原

実はシンプルだった 

予防に効く生活習慣  

 

ん性・がん予防効果の評価とがん予

防ガイドライン提言に関する研究」

（がん予防研究班）が設けられてい

ます。この研究班の見解として、現

日本人のためのがん予防法  
 

因とする「生活習慣病」

であり、年齢とともに

リスクが高まることが

知られています。 

総合的な健康にも配

慮しながら、がんのリ

スクを低く抑えるため

には、どのようなこと

が効果的なのか？ 

その答を得るには、

これまで行われた国内

の疫学研究結果を網羅

し、科学的な方法で検

証を重ね、的確に評価

を行う必要があります。

その上で、日本人のが

んの発生を減らすため

に確実に効果が期待で

きるような生活習慣改

善法を提示し、ひとり

ひとりの行動の変化に

結びつきやすい、具体

的な予防方法を開発す

ることを最終的な目的

として、国立がん研究

センターがん予防・検

診研究センターに「科

学的根拠に基づく発が

時点で科学的に妥当な研究方法で明

らかにされている結果をもとに「日

本人のためのがん予防法」が提示さ

れています。 
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